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１ 本校の概要 

  本校は、地域の人々に温かく見守られ、受け継がれて

きた伝統を感じることができる創立 149 周年、全校児童

526名の中規模校である。本川越駅、川越市駅、川越駅が

隣接しており、３駅が利用できる交通利便性がありなが

ら、近くには小江戸川越と称される「蔵造りの町並み」や

「時の鐘」といった歴史的な街並みが広がる川越市の中

心部に位置している。 

２ 本校の実践 

 ⑴ 実践の視点 

  ・ 読書に親しむ態度や読書習慣に係る取組 

   昨年度に引き続き、新型コロナ感染拡大防止対策

をしながら読書活動の推進を図った。 

 ⑵ 実践概要 

  ア 全校読書の実施 

   毎週水曜日の業前 15 分間を全校読書タイムの時

間として設定し、自分で選んだ本を静かに読む時間

とした。 

  イ 学校図書館の分散貸出 

   感染対策を行い、学年別での分散貸出を行った。学

校図書館を各学年が優先して使用できるように、時

間割を作成した。 

  ウ 読み聞かせボランティアによる読み聞かせ 

   本校の保護者による読み聞かせボランティア「う

さぎのしっぽ」の方々による読み聞かせを実施して

いる。（今年度も感染防止対策を行いながら実施） 

  エ 読書月間 

   読書週間に合わせ、11 月から２ヶ月間次のような

取組を行った。 

  ○ 読書集会 

   ・ 図書委員の児童が児童朝会で、学校図書館の利

用やお薦め本の説明やクイズを行う読書集会を

行った。 

  ○ 読書ビンゴ 

   ・ 図書委員の児童を中心に読書ビンゴを行った。

本には番号がついていることや、番号によって内

容が決まっていること、しまう棚が割り振られて

いることなどを理解させることができた。また、

読書ビンゴを行うことで、なじみのない本にも触

れる機会が多くなり、読書の幅を広げることがで

きた。 

     また、ビンゴ達成者にはパズルの１ピースを

渡した。クラス全員で達成すると１枚のイラス

トが完成するように図書委員の児童が作成し、

クラスでも取り組めるようにした。 

 オ 掲示物の工夫 

  全クラスの貸出冊数を明確にし、一覧表にして廊下

に掲示した。数字に表されることで意欲が高まった。 

  また、学校司書による新着図書の紹介、時節に合った

掲示物が、児童や教師の足を止め、読書の意欲につなが

ったと考えられる。 

 

 

 

 

 

   
 

 

３ 成果と今後の課題 

 ⑴ 成果 

   コロナ禍でも環境を整え工夫をし、例年並みに読書

の取組を行い、利用しやすい図書館にすることができ

た。休み時間において校庭の使用制限があったことも

あり、学校図書館の貸出冊数が前年度より伸びた。 

 ⑵ 課題 

   学年が上がるにつれて本を読まなくなる傾向が見

られる。そのため、学年の実態にあった読書意欲を喚起

する取組として、教師による読み聞かせを実施するな

ど、教師と児童が共に読書に取り組む活動を行った。今

後も継続して推進することが課題である。 

 ⑶ おわりに 

   今年度は、昨年度と取組期間や内容を変更し、より

多くの児童に、読書への意欲関心を高めることができ

た。工夫次第で、個人でも集団でも取り組むことができ

る楽しさを伝えたい。 


